
 
 

景
気
と
天
気
サ
イ
ク
ル 

 

信
州
の
冬
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
に
諏
訪
湖
の
『
お

神

（み
）
渡
り
』
が
あ
る
。
諏
訪
神
社
に
代
々
伝
わ

る
、
こ
の
お
神
渡
り
の
記
録
と
、
は
る
か

一
万
㌔ 

㍍
も
離
れ
て
い
る
南
米
ぺ
ル-

の
雨
の
多
寡
と
エ
ル

ニ-

ニ
ョ
現
象
を
通
し
て
結
び
付
昂
け
て
い
る
研
究

が
知
ら
れ
て
い
る
。 

エ
ル
ニ-

ニ
ョ
現
象
が
起
き
る
と
ペ
ル-

沖
で
海

水
温
が
上
が
り
ペ
ル-

で
は
例
年
よ
り
数
倍
も
の
雨

が
降
る
。

一
方
、
日
本
の
冬
は
暖
冬
傾
向
と
な
り
、

冷
え
込
み
が
弱
く
御
神
渡
り
が
遅
れ
る
。
雨
と
お
神

渡
り
の
遅
れ
を
数
百
年
の
記
録
で
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
地
球
規
模
の
大
気
の
流
れ
の
異
変
の
結
び
付
き

の
証
を
見
せ
て
く
れ
る
。 

エ
ル
ニ-

ニ
ョ
現
象
は
四
、
五
年
ほ
ど
の
周
期

で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
発
生
し
て
お
り
、
八
七
・
八
八
年

に
続
い
て
再
び
四
年
ぶ
り
に
発
生
し
今
ま
さ
に
最

盛
期
を
迎
え
て
い
る
。 

先
週
末
の
経
済
報
道
で
『主
要
企
業
の
業
績
判

断
指
数
、
四
年
ぶ
り
悪
化
』
と
い
う
日
銀
発
表
の
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ン
が
紙
面
に
踊
っ
て
い
た
が
、
こ
の
指
数

の
推
移
グ
ラ
フ
が
四
、
五
年
周
期
で
見
事
に
波
打

っ

て
い
る
の
が
エ
ル
ニ-

ニ
ョ
の
進
行
と
二
重
重
ね
で

興
味
深
く
映
っ
た
。
景
気
不
景
気
を
繰
り
返
す
景
気

循
環
に
も
お
よ
そ
４
年
の
周
期
が
あ
り
、
エ
ル
ニ-

ニ
ョ
サ
イ
ク
ル
と
よ
く
合

っ
て
い
る
。
過
去
の
統
計

に
よ
れ
ば
エ
ル
ニ-

ニ
ョ
の
一
年
数
か
月
遅
れ
で
日

本
の
景
気
の
ピ-

ク
を
迎
え
る
。
さ
ら
に
天
気
起
源

の
景
気
の
周
期
に
太
陽
の
黒
点
数
の
お
よ
そ
十

一

年
周
期
の
変
動
が
あ
る
。 

周
期
カ-

ブ
の
底
に
あ
た
る

一
九
七
五
年
や
八
六
年

が
不
況
、
極
大
に
あ
た
る
七
九
年
や
平
成
元
年
の
八

九
年
が
好
景
気
の
典
型
と
な

っ
て
い
る
。
八
八
年
か

ら
の
平
成
景
気
は
前
回
の
エ
ル
ニ-

ニ
ョ
後
と
黒
点

数
の
極
大
期
と
の
ダ
ブ
ル
効
果
と
で
好
景
気
の
持

続
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
と
こ
ろ
の
景
気
は
後
退
気
味
だ
が
自
然

の
周
期
性
か
ら
は
エ
ル
ニ-

ニ
ョ
の
一
年
半
先
の
九

三
年
の
ピ-
ク
に
向
か
っ
て
持
ち
直
す
傾
向
と
な
る

は
ず
だ
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
大

噴
火
の
影
響
で
こ
の
リ
ズ
ム
が
狂

っ
て
来
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
（気
象
庁 

村
松 

男
） 


